
2 0 1 5 年1 0 月1 1 日( 日)
午後2 時開演[ 午後1 時5 0 分開場]

工ルパ ー ク仙台ギャラリ ー ホ ｢ ル 1 41 ビル( 仙台三越定禅寺通り館) 6 畔
地下鉄勾当台公 園駅 南1 番出口

ヨ ハ ン ･ シ ュ トラウスIl世 : オペ レッ タ ｢ こうもり｣ 序曲
ヨ ハ ン ･ シュ トラ ウスIl世 : ワル ツ.

｢ 春の声｣
. ほか

全席自由 一 般 : 3 β0 0 円 S P C 会員 : 2 . 0 0 0 円 学生( 高校生以下) : 1 . 5 0 0 円
【プレイ ガイド】 ヤ マ ハ ミ ュ

ー ジ ッ クリテ ィリン グ仙台店 ( チケ ッ ト発売8 月1 日 より)
【お問合せ/ ご 予約】 仙台フ ィ ルハ ー

モ ニ
ー クラ ブ t eI=0 9 0 - 6 2 2 5 - 6 2 0 5 E m ail: S P ⊂ ･y O y a k u @ g m aj■･C O m

※ 会員券はSP ⊂事務局 (S P ⊂受付 ､ 屯話予約､ メ ー ル予約) で の み扱い ます｡
※簡単め -

る予約: お名前､ 券種 ､ 枚数を明記の上､ 前日までにE メ ー ルでご予約下さし､ ｡
一

般券に限り20 0 円引きにい た します
｡

※ やむを得 ない 事情によりプロ グラムなどが変更になる場合がござい ますの で､ 予めご7 承下手い ｡



〟

5 P ⊂
〝

は仙台フィ ル のフ ァンクラブし

今年め でたく設立2 0 週年を迎えることになりました｡

それを記念するス ペシャルな
〝

おもしろセミナ
ー

′′

に

こんなにたくさんの仙台フィルの 楽員さん ､

元楽員さんが集まっ てくれるんです去

ス ペシャルなメンバ ー による

ス ペシャルな演奏とト ー クを

ぜひお楽しみ下さい ｡

西本
札幌市出身｡ 6 才よりヴァイオリンを始める｡ 東京牽術大学音楽学部器楽科卒業

後､ 英 国王 立北音楽院で首席栄誉付ディプロマ 取得｡ 同膏楽院より多くの褒賞

を受賞｡ 括動 は 国内外を問わず､ オ
ー

ケストラとの 共演や､ ザル ツプルグをはじ

め世界各地 の音楽祭で の 演奏､ 著 名な演奏家との 共演も数多 い ｡ 英 国 にて

m s H M m O T m O ､ イゾラ ー ニ ･ カルテットそれぞれを結成し､ 著名なホ
ー

ル

で の招待演奏､ イギリス ･ オ ー

ストラリア両国国営放送(B B C ､ A B C) などにも出

演 した｡ 2 0 1 0 年帰 国｡ 東 京フィル､ 読売日轡など多くのオ
ー

ケストラで ゲストコ

ンサ ー トマ ス タ
ー

として 客演を重ね､ 2 0 1 2 年より仙台フィル ハ
ー

モ ニ
ー 管弦楽

団コンサ
ー トマ ス タ ー

に就任｡ ヴァイオリンを上 木節子 ､ 山崎皇子 ､ 北本和彦､ 大

谷康 子､ 田 中千香士 ､ 澤和樹､ ヤ
ー

ル ･

クレス各氏に 師事｡

2 0 1 4 年冬よりベ
ー ト ー ヴ ェ ンソナタ全曲演奏 と､ 来 日本大褒災復興支援音楽

プログラムをあわせ たⅤI O u N a b l e ～ デイスカヴアリ
ー
～ を始める｡

伝田 正秀 一旭 ah 煎
長野市生まれ｡ 父の 手ほ どきにより3 歳よりヴァイオリンを始める｡ 武蔵野高等学

校を経て､ ウィ
ー

ン 国立音楽大学､ ウィ
ー ン市 立音楽院室内楽科 に留学｡ 全 日

本学生音楽 コンク
ー ル 全 国大会1 位､ 日本クラシッ ク音楽 コンク

ー

ル 全 国大会

全部門グランプリ､ JI 仏 者楽コ ンク
ー

ル1 位 ､ 日本音楽コ ンク
ー ル 第2 位 ほか 多

数の コンク
ー

ル に入賞｡

帰国後､ 2 0 0 6 年仙台フィル ハ ー モ ニ ー 管 弦楽団コ ンサ
ー トマ ス タ ー

に就任 し､

6 年間在籍｡ チャイコ フス キ
ー ヴァイオリン協奏曲､ シ ェ

ー

ラザ ー ド､ 英 雄の 生涯

などの 演奏の C D が発売きれる｡ 2 0 1 2 年 ､ 東京に拠点を移す｡ 昭和音楽大学講

師に着任｡ 全 日本学生音楽 コンク ー ルなどの審査員を務める｡ 2 0 1 4 年より読売

日本交響楽団アシスタントコンサ
ー トマ スタ ー

に就任｡

これまで にヴァイオリンを掛谷洋三 ､ 中澤きみ子 ､ ゲオルギ ･ バデフ
､ ギュ ンタ

ー
･

ピヒラ ー

の各氏 に､ 室内楽をアルテ ン ベル クトリオに師事｡

長谷川 基 本
静岡県出身｡ 3 歳よリヴァイオリンを始め､ 1 7 歳で ヴィオラに転向する｡ 1 9 9 6 年 ､

武蔵 野音楽大学音楽学部器楽学科を卒発 し､ 同年仙台フィル ハ
ー モ ニ

ー

管弦

楽団に入団する｡ アフィニ ス夏の 音楽祭､ B o w d h s u m m e r fe s 也v d に参加､ 草

津 国際音楽祭には奨学金を得て ､ W 上 ンク､ パ ノハ カルテットの 室内楽の レッス

ンを受ける｡ 2 0 0 7 年 ､ チョ ンミュ ン フン の 主宰するア ジアフィル の
一

員 として 日

韓演奏旅行に参加する｡
これまでに､ 磯 良男､ ウルリヒ ･ コ ツホ､ 白尾借 子 ､ ヴェ

ー バ ー ･

ユ ル ゲン各氏に師

事する｡

仙台フィル ヴァイオリン奏者の長谷川康 は兄｡

吉岡 知広 本
仙台市出身｡ 6 歳よりチ ェ ロを始める｡ 桐 朋学園大学音楽部門を卒業｡ 2 0 1 1 年

よリドイツ､ ライブツイヒ音楽演劇大学大学院に留学するとともに､ ライブツイヒ
･

ゲヴアントハ ウスオ
ー ケストラに学生研修生として選抜され､ 研磨を頼んだ｡ 第9

回ビバ ホ
ー

ル チェ ロ コンク ー ル第4 侵 入監｡

ソロ や室内楽 で は ラ ･ フォル
･ ジュ ルネ ･ オ ･ ジャポン2 0 0 9 ､ 東京

･

春
･

音楽祭

2 0 1 0
､ 東京チ ェ ロ アンサンブル ､ J T の 育てるアンサン ブル シリ

ー ズ
､ 宮崎国際

音楽祭等 に出演｡

これまで にチ ェ ロを金木博幸､ 青木十良､ 藤原真理 ､
毛利伯郎､ クリスティアン

･

ギガ
ー

の 各氏に 師事｡ また弦楽四重奏を中心に､ 室 内楽を今井信子 氏､ 東京ク

アルテ ットに師事｡

2 0 1 4 年10 月 ､ 仙台フィル チェ ロ 副首席に就任｡

名和 俊 sh u n N A W A 仙台フイ ルコ ン トラノ 闇 緒 +
福島県い わき市出身｡ 京都 市立芸術大学卒業｡ 第1 回J a p an I n t e rn a ti o n al

C o n t r a b a s s C o m p e titi o n 第2 位 ｡

ソリストとして仙台フィル ハ
ー

モ ニ
ー 管弦楽団と共演｡

これまでに村上 清志､ 吉 田秀､ 西 口勝の 各氏に師事｡

2 0 1 5 年4 月より仙台フィル ハ
ー

モ ニ
ー

管弦楽団コ ントラバ ス奏者｡

芦渾 暁男 東
神奈川県鎌倉市生まれ｡ 小学校6 年間を仙台で過ご し､ 柳田 陸介氏の てほどき

で フル
ー トを始める｡ 東京音楽大学卒菜｡ 益 山弘県民､ 川 崎優氏､ 小泉 剛氏に

師事｡ 1 9 9 0 年 ､ 仙 台フィル ハ
ー

モ ニ
ー

管 弦楽団 に入 団｡ 第5 回､ 1 0 回アフィニ

ス夏 の 音楽祭に参加 し､ 河野俊子 女史 に師事｡ 2 0 0 5 年7 月の仙台フィル 定期

演奏会では､ モ
ー

ツアルトの フル ー ト協奏曲､ 2 0 0 7 年3 月の 仙台フィル｢ バ ロッ

ク音楽 の 楽しみ｣ で は､ バ ッ ハ の 管弦楽組曲第2 番 のソリストを務めた ｡ また､

2 0 0 7 年魔の チヨ ン ･ ミヨン フン指揮 アジア ウ イル 韓国ツア ー

に参加｡ 2 0 0 8 年

度 の小澤征爾指揮サイトウ
･ キネン ･ オ ー

ケストラヘ 参加｡

シャンプル ･ デイス(9 重奏) ､ O r c hl a(オケ ラ) 木管5 重奏団他の アンサンブル で

も活動｡ コ ンク
ー

ル審査員､ ヤマ ハ P . M .S . 講師､ 常磐木学園高等学校音楽科非

常勤講師等も務める｡

腑沢氾博 l 座 hi, ｡ N I S H I= A ＼Y A 仙台 フイ]L 耶 オ
ー ホエ 賽菖

青森県弘前市出身 ｡ 中学校の 吹奏楽部でオ
ー ボエ を始める｡ 1 9 9 8 年 ､ 東京膏

楽大学 へ 入学｡ 在 学中､ 京都国際音楽学生フ ェ スティバ ル に参加｡ 東京文化会

館新進音楽家デビュ ー オ ー ディショ ンに合格し､ ガラ ･ コ ンサ ー トに出演｡ 2 0 0 2

年 ､ 卒業 と同時 に仙台フィル ハ
ー

モ ニ
ー

管 弦楽団に入団｡ 同年､ 小澤征爾氏と

ロ ストロ ポ ー ヴィチ氏が行 っ た｢ キャラバ ン2 0 0 2 ｣ の メンバ ー に選ばれ､ 東北各

地で演奏を行っ た｡ ソロや室内楽活動も盛ん に行 い ｢ 仙台クラシックフェ スティ

バ ル20 0 8｣ で はソロ コンサ
ー トを

､
2 0 1 2 年には仙台フィル の2 6 2 回定期演奏会

にお い てはR . シ ュ トラウス の オ ー ボ エ協 奏曲の ソリストを務めた｡ また 映画｢ 斜

岳 ･ 点の 記｣ で は独奏曲を担当した｡

これまで にオ ー ボ エを宮本文昭､ 安原 理事の両氏に師事｡ また､ アフィ ニ ス夏 の

音楽祭 にお い てⅤ.
シ ュトル ツ エ ンベ ル ガ

ー

､
E .クリユ ス の 各氏の 指導を受ける｡

日比野 裕幸 ■1 叫 Uk 皿 ∋I N O 元仙台 フィルクラ リネ ッ ト奏者

大阪府出身｡ 東京蛮術大学を卒菜後､ ウィ
ー ン国立音楽大学 にて 学ぶ｡ 9 0 ､ 9 1

年パ シフィックミュ
ー ジックフ ェ スティバル に参加｡ 9 1 年仙 台フィル ハ

ー モ ニ
ー

管弦楽団 に入団｡ 以 降 同団の定期演奏会等 で度々 ソリストとして演奏 した｡

2 0 0 3 年 には アンサンブル 金沢 の定期演奏会で ソリストを務めた｡ 2 0 0 1 年｢ 小

澤征爾音楽塾｣ に講 師として招 かれ､ 演奏 と指導を行う｡ また､ 宮 崎国際音楽祭

にも招かれて い る｡ O r c bl a 木管 五 重奏団､ 東 京クラリネットフィル ハ
ー

モ ニ
ー

､

エ ニ グム クラリネットアンサンブル のメンバ
ー

として室 内楽でも活躍して い る他､

第7 1 同 日本音楽コ ンク
ー

ル の クラリネット部門に於 い て審査員を務めて い る｡

2 0 1 1 年3 月仙 台フィルを退団し､ 4 月より宮城教育大学教授 に就任｡ 指揮者 と

して は､ フィル ハ
ー

モ ニ アウインドオ
ー

ケストラ常任指揮者､ 宮城教育大学交響

楽団主宰と指揮の他､ 仙台シンフォ ニ エ ツタの定期演奏会等で活躍 してい る｡

水野
一 英 K a z u hid e M I Z U N O 仙台 フィル首席ファゴ ッ ト奏者

新潟県立三条高等学校を経て東京芸術大学卒業｡

ファゴットを伊達博 ､ 岡崎耕治の両氏に､ 室 内楽を中川良平､ 村井祐児､ 梅鉢 正

毅 の各氏に師事｡ また､ アフィニ ス夏 の 音楽祭に参加 ､ ダ ー

ク イ ェ ンセ ン､ ヘ ン

リツク ･

ラビ ー ン 氏等 の 指導を受ける｡ 1 9 8 7 年東京文化会館推薦新人演奏会

出演｡

1 9 9 0 年 ､ 仙 台フィル ハ
ー モ ニ ー 管弦楽団に入 臥 19 9 2 年1 1 月 ､ 第9 回日本管

打楽器 コンク ー ルファゴット部門第4 位 入質｡

2 0 1 3 年1 月より仙台フィル ハ
ー

モ ニ
ー

管弦楽団首席ファゴット奏者 となる｡

須田
一 之 ■ 一

秋 田市出身 ｡
1 9 9 3 年 ､ 武蔵 野音楽大学卒業 ｡ 同年ドイツ ･ デトモルト国立音楽

大学入学｡ 在学 中より､ デトモル ダ
ー ･ ホル ニ ステ ン､ グランパル ティ

ー

タ
･ デトモ

ルトのメンバ ー として活躍 ｡
1 9 9 4 年 ､ 学生 コンク

ー

ル 室 内楽部門にて第2 位 受

賞｡ 1 9 9 5 年 ､ デトモルト国立音楽大学を最優秀の成繚で卒業｡

1 9 9 7 年仙 台フィル ハ ー モ ニ ー 管弦楽団入団｡ 1 9 9 8 年､ 第6 7 回 日本音楽 コン

ク
ー ル ホル ン部門入選｡ ホル ンを堀内晴文氏 ､ 田 中正 大氏､ ミヒヤエ ル ･ ヘ ル

ツ ェ ル 氏の 各氏 に師事｡
シ ンフォ ニ ア ホル ニ ステン､ 仙 台ゾリステン､ シャンプル デイス のメンバ

ー

｡ 仙台

ジ ュ ニ アオ
ー

ケストラ､ 常 盤木学園高等学校､ 仙 台白百合学園高等学校非常

阿部玲子 R丘 血 A B E +
宮 城学院女子大学学芸学部晋楽科卒業 ｡ 同研 究科修 了 ｡ 故菊地明子 ､ W .S .

カンデイフ､ 故林秀光､ 大西愛子 ､ 赤城 虞理 の各氏に師乱 ウィ
ー ン 国立アカデ

ミ
ー 夏 期講習､ 京都フランス 音楽 アカデミ

ー

受講｡ 仙 台を拠点にソロ ､ ピアノデ ュ

オ､ 室 内楽の 活動を行なう｡

2 0 0 3 年第1 回ピアノデュ オコンク
ー ル i n T o k y o にお い て優秀賞を受乱

日本の作曲家出版演奏､ 現音仙台音楽展Ⅳ ､ 東 北の 作曲家i n 仙 台0 8
･

0 9 で

初演するなど現代音楽 にも意欲的に取り組み ､ これまで に本間雅夫氏､ 佐々 木

隆 二 氏､ 小 山和彦氏､ 門脇治氏の作品を初演｡ 現在 ､ 東北生活文化大学短期

大学部非常勤講師､ 宮城音楽学院講師､ N P O 法人束北青少年音楽コンク
ー ル

理事及び審査部委員｡ 仙 台フィル ハ
ー

モ ニ
ー

クラブで は副会長も務めて い る｡




